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　脳血管障害を含む脳損傷による記憶障害、注意障害、遂行機能障害、社会的行動障害などの認知障害は『高次脳

機能障害』（行政的）と呼ばれ、精神障害者保険福祉手帳の対象として認定されるが、MRI等で脳の器質的病変の存

在が明らかではない症例の認定が社会的に問題となる。そこで、もやもや病発症後や脳外傷後に『高次脳機能障害』と

診断された症例のIMP SPECTおよびIomazenil SPECTに対して統計画像解析を用いた研究が行なわれた。その結

果、Iomazenil SPECTにおいて両側前頭葉内側（前部帯状回を含む）に皮質神経細胞の脱落領域が同定されること

が、『高次脳機能障害』に特徴的であることが示された。

　もやもや病では前方循環の長期にわたる血行力学的脳虚血により両側前頭葉に不完全脳梗塞が生じる可能性が、

脳外傷では並進加速度・回転加速度により両側前頭葉内側皮質に細胞脱落が生じる可能性が示唆された。本セミ

ナーでは、Iomazenil SPECTにおける、統計画像解析を用いた脳皮質損傷領域の画像化について紹介する。
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